国　語　科　学　習　指　導　案　
日　時　平成22年　９月27日（月）第５校時　　　
　　　　　　　　対　象　第２学年Ｄ組　44名　　　　　　 　　　
授業者　東京学芸大学附属高等学校教諭　若宮知佐　　　　             　　　  　　　　　　　　　　　場　所　本校舎２階　２年Ｄ組教室
１　単元名（科目：現代文）
　　「表象」――出来事を伝えるということ――
　　　（教科書：『新編現代文　改訂版』三省堂、副教材：『現代評論22』桐原書店、その他）

２　単元の目標
・自然災害や戦禍を表現・記録・伝達しようとする人間の「表象」行為について、様々な文章や映像作品に触れ、それらを批評的に読み取ることで自分の考えを深める。

・伝えたい情報を表現するためのメディアとしての文字・音声・画像などの特色をとらえて、目的に応じた表現の仕方を考える。

・人類が経験してきた出来事を記録した書籍に関心を抱き、進んで読書をしようとする態度をもつ。
３　単元の評価規準
	       
	ア関心・意欲・態度
	イ　話す・聞く能力
	ウ　読む能力
	エ　知識・理解

	評価規準
	教材に興味関心をもち、主体的に読書に取り組む姿勢をもつ。
	話し合いにおいて自分の意見を的確に伝えるとともに、グループで合意を形成しようとする。　
	様々な文章や映像作品を批評的に読み取ることができる。
	伝達のメディアとしての文字・音声・画像などの特色をとらえることができる。

	学習活動に即した具体的な評価規準
	1 新聞のスクラップに主体的に取り組むことができたか。
2 出来事を表象した文学やその他の芸術作品に興味関心を抱けたか。

3 表象媒体の特性について主体的に考えていたか。
4 報道写真のアクチュアリティについて関心をもち、関連書籍について調べてみようとしたか。

5 ホロコーストやパレスチナ問題、シベリア抑留等を記録した文学作品について、主体的に読もうとする姿勢が見られたか。
	1 人間が出来事を「伝える」ことの意義について話し合うことができたか。

2 表現媒体の多様性について、自らの知識を発表することができたか。

3 絵画と写真の違いについて話し合うことができたか。

4 二つの映画の手法の違いについて話し合い、発表することができたか。

5 歴史的な出来事を表象することの意義と問題点について、自分なりの考えを述べることが出来たか。
	1 目取真俊『水滴』を読んで、主人公の「証言」への心情について読み取ることができたか。
2 ソンタグ『他者の苦痛へのまなざし』を読んで、報道写真の特性についての筆者の考えを読み取ることができたか。

3 映画『シンドラーのリスト』と『ショアー』の制作意図、手法の違いを読み取ることができたか。

4 アーレント『全体主義の起原』における筆者の主張を的確に読み取ることができたか。
	1 表現媒体の多様性や特性について理解することができたか。

2 絵画と写真との違いと共通点について、理解することが出来たか。

3 近現代のメディアの発達に伴う問題性について理解することができたか。




４　指導観

(1) 単元観…情報化が進んだ現代、メディアを通して、世界のあらゆる出来事が私たちのもとへ届けられる。私たちは、自宅のお茶の間に居ながら世界の戦争や自然災害の惨禍をリアルタイムで知ることができる。このような私たちの状況は何を意味しているのだろうか。ＴＶやインターネットを通じて伝えられる情報を享受することと、その出来事を実際に体験することとの間にはどのような違いが存在するのだろう。また、私たちがその情報を得たところで、苦しんでいる人々に救いの手を差し伸べられないばかりか、たいていはその苦しみを共有することすらできない。このように、アクチュアリティをもたない私たちの擬似体験は意味を持つのだろうか。
そもそも人間は、自らの一回限りの体験をことばによって定着化し他者に伝える能力を持った点で、他の動物に対する優越性を獲得したのだと考えられる。つまり、自らの過ぎ去った経験を再現しだれかに伝えるという人間の「表象」行為は、人間存在の本質をなす能力だと言えよう。本単元は、このような人間の「表象」行為について、現代的な課題として生徒たちに考えさせようとするものである。「表象」は人間が持つ卓越した能力であること、それなしに私たちは歴史を伝えていくことができないことを確認しつつ、現代の「表象」がはらむ問題性についても目を向けさせたい。全体の流れとしては、〈表現主体の主観性〉と、〈アクチュアリティの限界性〉の二つに問題をしぼり、生徒たち自身に話し合わせ適宜発表させつつクラス全体で考えていく。またその際、「文字」「音声」「画像」といった媒体の特性についても考察する。以上のような活動を通して、自然災害や戦禍を表現・記録・伝達しようとする人間の「表象」行為について、自らの考えを深めさせたい。また、第二次世界大戦下のホロコーストや原爆投下、沖縄戦、シベリア抑留、戦後の冷戦や中東戦争など……人類が経験してきた出来事を記録した書籍に関心を抱き、進んで読書をしようとする態度を育成したい。これらが本単元のねらいである。
(2) 生徒観…現代社会のホットな話題について理解し、討論をして、自分なりの考えを構築し、巧みに表現したいという意欲をもつ生徒たちである。二年次の現代文を担当するにあたり、年度当初に生徒たちへアンケートを行ったところ、単なる「読解」よりは、「友人との討論」や「自分の考えを的確に表現すること」に意欲を感じるという回答が多かった。一方で、基礎的な国語力にはばらつきがあり、正確に読み取ることや的確に表現することについて、きっちりと指導する必要のある生徒集団でもある。

クラスの特性としては、おとなしく真面目で授業態度はおおむね良いが、討論や発表はあまり活発ではない。１学期の学習では、定期考査などの成績は良かったものの、クラスの話し合いは盛り上がらず充分な達成が得られなかった。本単元では、生徒たちに話し合いの意義を感じさせることで、よりよい討論や発表を体験させたいと考えている。
(3) 教材観…１学期の最後に扱った岡真理「棗椰子の木陰の文学」（『現代評論22』桐原書店）という評論文では、世界で起きている戦争の惨禍を他者が共感的に受けとめるために文学（物語）が果たす役割の重要性が述べられていた。この1学期後半の学習、および夏休みの宿題として出した課題「新聞記事をスクラップしよう！」を導入として、本単元では多くの文章（小説／評論）、絵画、写真、映画を教材として扱っていく。まず文章としては、教科書に載っている石原吉郎「ある〈共生〉の経験から」をベースとしつつ、目取真俊『水滴』、Ｓ・ソンタグ『写真論』『他者の苦痛へのまなざし』、Ｈ・アーレント『全体主義の起原』を取り上げる。「ある〈共生〉の経験から」は筆者自身の7年間にわたるシベリア抑留の記録であり、『水滴』は沖縄戦の記憶を語る主人公の懊悩を描く小説である。また、ソンタグの文章では、歴史に〈写真〉というものが登場したことの意味やそのことによる歴史表象の変質が述べられており、アーレントの文章では、ナチズムにおいてはユダヤ人たちを虐殺することが目的だったのではなく「忘却の穴」に落とし込むことが真の目的だったのだと論証される。これらの文章を読む中で、〈表象〉につきまとう恣意性・物語性に気付かせるとともに、〈表象〉の意味を再確認しつつ、現代のリアルな表象にひそむ陥穽についても考察していきたい。

これらの文章を読む補助教材として、朝日新聞『紙面集成　阪神大震災』や、ゴヤの版画「戦争の惨禍」、キャパやカーターが撮った報道写真（「倒れる兵士」「ハゲワシと少女」）、スピルバーク監督「シンドラーのリスト」やランズマン監督「ショアー」といった映画など、多様なメディアによる表象を扱っていく。この他、授業では直接扱わないが、フランクル『夜と霧』や石原吉郎『詩文集』といった歴史的な出来事を記録した名著についても適宜紹介し、生徒たちの自主的な読書につなげていきたいと考えている。
本単元は、上記のような映像教材を見せるために教室プロジェクタを使用したり、生徒相互で意見を共有させるためにＰＣネットワークを活用したりと、ＩＣＴの活用なしには成り立たない単元である。著作権の問題に留意しつつ、効果的に情報機器を活用していきたい。
５　年間指導計画における位置付け　
　１学期に行った、評論単元での意見構築活動および小説単元でのグループ討論活動を受け、現代的課題について友人と話し合い自分の意見を構築する単元とした。夏休みの宿題として課した〈新聞記事をスクラップする〉という活動とも関連させることを意図した。以降はこの単元での達成を生かして、２学期後半に漱石『こころ』の作品分析を、３学期には小論文作成やプレゼンテーション活動を行っていきたいと考えている
：

７　本　時（全５時間中の第４時間目）
(1) 本時のねらい
  　・ことば／映像／音による総合芸術である映画を批評的に鑑賞し、自分なりの感想や意見を持つ。
　　・話し合いに積極的に参加し、仲間に対し自分の意見を的確に伝える。

　　・グループの意見を文章にまとめ、クラス全体へ的確に発表する。

（2）本時（第４時）の展開
○第４時
	時間
	学習活動
	指導上の留意点・配慮事項
	評価規準（評価方法）

	導入

８分
	１、（前時に見終わっていなかった場合）『シンドラーのリスト』の「解放」のシーンを観る。

２、〈出来事の表象〉として『シンドラーのリスト』が優れていると思われた点と、違和感を覚えた点について各自で考える。
	１、見終わっていた場合も、印象を思い出すために「死体焼却」のシーンを見直す。
２、あらかじめワークシートを渡しておき、この２つの観点を念頭において映画を鑑賞させるようにする。
	アー②
出来事を表象した芸術作品に興味関心を抱けたか。（態度／ワークシート）

	展開
37分
	１、グループごとに「優れていると思われた点」「違和感を覚えた点」について話し合い、それぞれ２つずつ発表する（端末に入力する）。
２、パソコン画面上で、クラス全体の意見を共有したうえで、いくつかの意見については詳しく説明してもらう。
３、『シンドラーのリスト』が〈ユダヤ人大虐殺〉という歴史的事実を現代に伝えたという点で極めて高い評価を受けたことと、一方でそのリアリティの高さが逆に批判の対象となったことについて、教員側から紹介する。
４、『ショアー』から「死体焼却」についての証言シーンを観る。
５、同じ出来事を〈表象〉するのに、『シンドラーのリスト』と『ショアー』ではどのように

方法論が異っているのか考える。
６、「リアルに出来事を感じられたのはどちらか？」について、簡単な理由とともに個人で投稿する。
	１、授業開始時から１０班に分け、机を合わせておく。班に一台パソコンを配布しておき、端末から意見を打ち込ませる。
２、プロジェクタで全班の意見を投影する。○想定される意見
　・リアルな映像で本物のようだった。

　・白黒の画面がリアリティを増していた。

　　⇔白黒にしたことで「過去」の出来事だと感じた。

　　・音楽が悲惨さをより強く訴えていた。

　　⇔感傷的な音楽が出来事の事実性を損なっていた。
　　・ユダヤ人たちが英語をしゃべっていた。
４、「死体焼却」のシーンは、1993年制作の『シンドラー』が1985年制作の『ショアー』でのザイドルらの証言を映像化したものと言われている。

５、グループで２分間話し合った後、２班ほどに発表させる。
○想定される意見

　・演技やＣＧを使って当時の出来事を再現

　⇔証言者が当時の出来事を想起する瞬間を記録
６、班に１台のＰＣ端末で班員が順番に入力する。


	イー③④
話し合いにおいて自分の意見を的確に伝えるとともに、グループで合意を形成しようとしたか。
（話し合い／端末への入力）

ウー③
映画『シンドラーのリスト』と『ショアー』の制作意図、手法の違いを読み取ることができたか。

（話し合い／ワークシート）
イー④
二つの映画の手法の違いについて話し合い、発表することができたか。

（話し合い／発表）

	まとめ
５分
	１、クラス全体で結果を共有し、次回の授業で「表象」の意味とリアリティの問題について考える旨、教員から提示を受ける。
	１、プロジェクタで教室前方に投影する。
	


(3) 授業参観の視点
	＜目標＞　　教科・科目等の目標、単元の目標、本時の目標との一貫性をもたせていたか。

　　　　　　　　　本時の指導に指導観が生かされていたか。

＜展開＞　　学習活動が、本時の目標を達成するための学習活動となっていたか。

　　　　　　　　　生徒の主体的な活動を取り入れていたか。

　　　　　　　　　時間の配分は適切であったか。

＜学習活動に即した評価、指導上の配慮事項＞

　　　　　　　　　本時の目標と評価項目と内容が一致していたか。

　　　　　　　　　生徒の学習意欲を高める学習活動の工夫があったか。

　　　　　　　　　発問、板書、資料提示の工夫がされていたか。


第１時の展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点・配慮事項
	評価規準（評価方法）

	導入

10分
	１、夏休みの宿題・「新聞記事をスクラップする」について各自プリントにまとめる。

２、何人かで交換してコメントを書く。
	１、忘れてしまった生徒は、ワークシートの①だけを行い、後日ワークシートを完成させて提出する。
	

	展開Ⅰ
10分
	１、単元の目標について理解する。
①「伝える」とはどういうことか…について
②読解・話し合い・表現…のサイクルで自分なりの意見を構築する
２、「夏休みに体験したことを一つ、１分以内で伝える」としたら、何をどのように伝えるか考える。
３、一人に発表してもらう。
４、発表者／受け手は「充分に伝えられたか／伝わったか」考える。
５、「伝える」ことと「一回限りの出来事の再現」の関連性について理解する。
６、「今思っていること」について授業者が身振りで生徒へ伝える。

７、コミュニケーションの根底にはすべて「５」の構造が存在することを理解する。
	１、ワークシートに各自書き込ませる。
２・３、余り時間をかけずに行う
４、各自、自分の感想と発表者の感想とをワークシートにメモしておく。
５、パワーポイントを用いて、授業者が説明する。
６・７、過去の出来事でなく、「今」の考えや思いであっても、他者に伝達するには必ず《再現》のプロセスを経ることに留意させ、現代思想で「表象」が注目される理由を簡単に説明する。
	

	展開Ⅱ
25分
	１、「出来事の《再現》」＝「表象」は可能か？について考える。自分の考えと理由とをワークシートに記す。
２、目取真俊『水滴』から、主人公が沖縄戦の「語り部」として子どもたちに体験を語る場面を読む。

３、「これで最後にしようといつも思った」という主人公の心情について考える。
	１、人間は「表象」能力を持つ。しかし、それには限界もあり、その点について、主に戦争をめぐる様々な表象を例にとって考えていく―という授業の流れを示す。
２、「語り部」という行為を貶めることのないように指導していきたい。また、学習旅行を控えて、体験を語っていただくことの酷薄さ、有難さをも感じさせたい。
３、想定される答え

…戦争の記憶は忘れ去りたいから。

　自分が実際に戦場でやったことは話していないから。

　自分に都合のいい話にしているから。
	

	まとめ

５分
	１、

	１、

	


第２時の展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点・配慮事項
	評価規準（評価方法）

	導入

５分
	１、前時の振り返りをする。
２、本時は、
	１、第１時から１週間経っているので、ワークシートを見返す。
２、
	

	展開

35分
	１、第２次世界大戦を「表象」した具体例を挙げていく。
２、挙がった具体例を《表現媒体》で分類する。
３、《表現媒体》による特性の違いについて考察する。
　①ことば、文字（新聞、インターネット、ノンフィクション文学…）

4 や形（絵画、彫刻　／写真、映像）

③音

総合（テレビ、映画）
４、
５、
	１、夏休みに、戦争をテーマとしたＴＶ番組を視聴したり、本を読んだりした生徒もいると思われる。第２次世界大戦といっても様々な視点からの様々な要素を含んでいることを理解させ、多くの具体例を挙げさせたい。
３、

４、

５、
	

	まとめ

10分
	１、パソコン端末からデータベース上にその作品を選んだ理由を書き込んでいく。

２、クラス全体で結果を共有し、次回の授業で「表象」の価値と限界について考える旨、授業者から提示を受ける。
	１、あらかじめ２名に１台ずつPCを配布しておく。作品ごとに「選んだ理由」がまとまって記載されるような体裁にプログラムを作っておく。

２、プロジェクタで教室前方に投影する。
	イー⑤

（データベースへの記述）


本時（第４時）の展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点・配慮事項
	評価規準（評価方法）

	導入

５分
	１、前時に提出したワークシートについてフィードバックを受ける。

２、「シンドラーのリスト」・「ショアー」という二つの映画の手法の違いについて確認する。
	１、前時のグループ討論を記録したワークシートから代表的な意見をプリントにまとめ配布する。同時にシートそのものも返却。

２、前時の学習の確認。
	

	展開

35分
	１、Ｃ・ランズマンの「表象不可能性について」（「シンドラーのリスト」批判の文章）を読み、それに対する意見をグループで交換する。

２、いくつかの班が意見を発表する。

３、アーレント「忘却の穴」を読み、出来事の忘却が他者の存在の否認につながるという筆者の意見を読み取る。

４、ことばの働きや「表象」の意義について、自分の意見を発表し、友人の意見を聞く。

５、単元全体で読んだり見たりした「表象」作品の中で、一番印象に残ったものとその理由について、グループで意見交換する。
	１、グループで出た意見を各自でワークシートに記録する。文章自体は前時に配布してあり、各自で読んでおくことが宿題。

２、３～４班。あらかじめ机間巡視して決めておく。

３、ナチスドイツが行ったユダヤ人虐殺の四つの段階について授業者から紹介を行う。

３、読後の感想を各人で簡単に記しておく。

４、挙手あるいは指名により何人かの生徒に発表させる。その上で授業者がいくつかの定説の紹介をする。

５、班ごとに意見をまとめる必要はない。また、ランズマンやアーレントの意見に左右される必要もないことを伝える。自分なりの尺度で「表象」の価値について考えるよう促す。
	イー④

（話し合い）

エー③

（話し合い／

　ワークシート）

エー③

（ワークシート）

オー②

（発表／

聞く態度）

イー⑤

（話し合い／

　ワークシート）

	まとめ

10分
	１、パソコン端末からデータベース上にその作品を選んだ理由を書き込んでいく。

２、クラス全体で結果を共有し、次回の授業で「表象」の価値と限界について考える旨、授業者から提示を受ける。
	１、あらかじめ２名に１台ずつPCを配布しておく。作品ごとに「選んだ理由」がまとまって記載されるような体裁にプログラムを作っておく。

２、プロジェクタで教室前方に投影する。
	イー⑤

（データベースへの記述）


�
学習活動・学習内容　�
評価規準［評価方法］�
�
第１時�
夏休みの宿題「新聞記事をスクラップしよう！」のまとめをする。


人間が出来事を「伝える」ことの意義について考える。


１学期に学習した「棗椰子の木陰の文学」（岡真理）との関連について考える。�
アー①　ウー①


イー①


エー①�
�
第２時�
『水滴』を読み、主人公が戦争の語り部として苦悩する心情について捉える。


〈表象〉の具体例を挙げ、表現媒体の違い／特性について考察する。


「写真」メディアの特性について学び、「ソンタグの文章に続く文脈を想定する」という活動を行う。�
アー②　イー②


オー①


アー③　イー③　ウー②�
�
第３時�
前時の活動の答え合わせをする。


様々な媒体を使った〈表象〉について、それぞれの特性や共通点を話し合う。


〈表象〉とアクチュアリティの問題について話し合う（時間のあるクラスのみ）。


ホロコーストを描いた映画『シンドラーのリスト』を観賞する（「ゲットー移住」／「強制収容所」／「焼却命令」／「解放」の４シーン）。�
アー②


イー④　ウー③


エー③�
�
第４時


（本時）�
１、〈出来事の表象〉として『シンドラーのリスト』が優れている点と、違和感を覚える点について、グループで討議し、意見をまとめてクラスに発表する。


２、映画『ショアー』から「死体焼却」についての証言シーンを観る。


３、同じ出来事を〈表象〉するのに、『シンドラーのリスト』と『ショアー』ではどのように


方法論が異なっているのか考える。


４、自分にとってはどちらの〈表象〉が力があったかを発表する。�
イー④　エー③


エー③


イー⑤　オー②�
�
第５時�
アーレントの文章を読み、筆者の主張を読み取る。


出来事を〈表象〉することの意義、およびその限界について話し合う。


３、アドルノのことばに対する自分の考えを小論文にまとめる（後半は宿題）。


３、単元全体に対する振り返りを行う。�
アー④　オー②


ウー④�
�









